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欧州・北米・オセアニア地域での四輸タイヤD‐UNLOP商標権等社米GoodyeaF社より取得 ～グローパルで
差別化商品によるプレミアム化推進、スボーツ事業と連携しプランドカ向上～

2025年 01月 08日

住友ゴムエ業株式会社

住友ゴムエ業(株)は、The Coodvear Tire&Rubber Companv(以 下「CCodvea確口 )より、欧州・北米・オセアニア地域における四輸タイヤの
DUNLOP(ダンロップ)商標権等を取得することについて、日本時間二月8日 (米国時間1月 7日 )に譲渡契約を締結しました。取得額は526百万米ドル(826億 円※工

)
です※2.

今回の商標権取得により、一部の地域や商材を除き※3当社がグローパルにDUNLOPプ ラントでタイヤ事業の展開が可能となります。

今後は、DUNLOPをグローバルでプレミアムタイヤブランドとして展開していきます。その歴史や知名度を活かしつつ、独自の先進技術を搭載した商品で他社と
の差別化を図るとともに、次世代モビリティー社会の要求に応えていきます。具体的には、1新技術「アクティブトレット」※4を搭載した新商品やプレミアム車両向
け新車用タイヤ、モータースポーツ等に注力していきます。

また、これまで欧州・北米・オセアニア地域で展開してきたFALKEN(フ ァルケン)ブランドは、各地域で培つた商品企画力やマークティングカを生かし、フアン層
に向けたエッジの効いた商品等に注力していきます。両ブランドでの事業展開を通して、各地域での販売本数を増やすとともに、プレミアム商品X5比率の向上を図
つていきます。

さらに、DUNLOPを 当社の基幹ブランドに位置付け、タイヤ事業とスポーツ事業の共同でブランド強化活動を推進していきます。モータースポーツでのプランド
投資やテニスでのグローバルマーケテイング活動を加速させていくことで、全世界におけるDUNLOPブ ランドの価値を高め、お客様に選ばれるプランドに育ててい
きます。

※11ドル =157円 で換算。

※2その他の契約条件として、欧州DUNLOP製品の顧客移行等に関する移行サポート費用として105百万米 ドル (165億円)と初期在庫の買取費用等を、取得額と
合わせクロージング時に支払。

※3四輪タイヤは、インド、マレーシア、シンガポール、ブルネイ、モーターサイクルタイヤは、インド、欧州、オセアニア地域を除く。
※4あらゆる路面にシンクロする次世代オールシーズンタイヤを新発売

～水や温度に反応じ路面状態に合わせてゴム自ら性質が変化する新技術「アクティブトレッド」搭載第一弾商品～
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※5当社の定める差別化商品や、SUV用及び 18インチ以上の乗用車用タイヤ。

■代表取締役社長 山本悟のコメント

当社グループは、1980年代に各国のDUNLOP社 を買収し、日本に加えて欧州、北米でもDUNLOPブ ランドのタイヤを生産・販売していた歴史を持つています。今
回の取得によりほば全世界でDUNLOPブ ランドを使用できるよう{こなつたことは、当社グループにとつて大きな機会であり本当にうれしく思います。
今後は新たに権利を得た地域はもとより、既存の地域も含め、DUNLOPブ ランドを最大限有効に活用し、Purpose(パーパス :私たちの存在意義)である「未来を
ひらくイノベーションで、最高の安心と∃ロヨビをつくる」の実現に向けた取り組みをさらに加速させます。

日Goodyearイ崚:瑠既層冨

ネ土名     :The Goodyear Tire&Rubber CorTlpany

URL     :https型 ヱcOrpQ[atei900dyiCttLCQDil∠ LEZf」 L_Ltill上

″
断在

:200 1nuation tt Akron′ Ohio U鉛

代表者  i CEOマーク・スチュワート

設立   11898年
事業内容  :タイヤの製造販売

Copyright ( Sumitomo Rut!ber Indilstries, Ltd. All rights reserved


